













ン（フランス人）は、15 世紀末から 16 世紀初めに生まれた。みな中産階級出身で、それ
ぞれ大学で学んでいる。大学卒の聖職者は、全聖職者の 1％にも満たなかった時期である。
みな結婚して子供を持った。ミュンツァーを除いて、高い収入をえていた（ルターが 200






















































































































































































































　反乱は、5 月 15 日のフランケンハウゼンの戦いで、アルベルト系ザクセン公ゲオルク
（カトリック）とヘッセン方伯フィリップ（プロテスタント）の連合軍、歩兵四千、騎兵
二千三百に、数に勝る市民・農民軍八千（野砲十八門をもつ）が敗れてしまうことで終
わった。反乱者たちは、フランケンハウゼン市に逃げ込んだが、そこで五千人が虐殺され
た。ミュンツァーも捕えられ、仇敵マンスフェルト伯に引き渡された。フランケンハウゼ
ンの戦いののち、テューリンゲン地方の反乱は雲散霧消してしまった。
36
　拷問に耐えられないのは、ミュンツァーばかりではなかろう。ミュンツァーはカトリッ
クに改宗させられ、処刑された。
　農民戦争の敗北ののち、ミュールハウゼン市で、ミュンツァー夫人オッティリエは身重
であったが、一人の貴族に辱められそうになった。ルターは、それを聞いて激怒し、騎士
や貴族にあるまじき行為とし、けだものとののしった。
　しかし、オッティリエは、町から町へ放浪せねばならず、歴史から消えていった。町や
村は傭兵であふれ、死刑執行人（刑吏）が活躍していた。身重のミュンツァー未亡人の行
く末が気にかかる。
④　「古き法」と「神の法」
　上シュヴァーベン農民の「十二カ条」に対し、ルターは第一条から第三条までにしか答
えず、あとは法律家にまかせるとした。「古き法」秩序が支配している中、森やアルメン
デ（共同地）の条項は、「古き法」に訴えるのが正当だろう。
　ただ第三条の農奴制廃止要求をルターはとらえていた。農奴制そのものは、「古き法」
にぞくするものだったのだ。農民たちは、それが領主側の「革新」であったなら、「古き
法」に訴えることができた。しかし、農奴制そのものを打破するためには、福音という
「神の法」に訴えるしかなかった。農民の抗議書には、「我々は神以外の領主（ヘル）をも
ちたくない」という内容が多かった。
　「十二カ条」は、すべての要求を福音によって基礎づける革命的なものだったが、しか
し、農民の子孫であり、法律を学んでいたルターには見抜かれてしまった。
　ルターは、領主側と農民側の平和的解決を勧告した。
　しかし、ルターが「暴徒に対して」でいう、農民たちが、城、修道院を襲った行き過ぎ
に関していえば、「古き法」に基づき、交渉が決裂したからには、武力に訴えたのである。
反乱は急拡大してしまったから、これは大事になってしまったが、ルターの言葉は、農民
の武力行使を認めない、領邦君主、領主側の言い分であった。上シュヴァーベン農民は、
交渉の期間には、武力行使に至っていない。テューリンゲン地方の農民は、ことの最初か
ら、城、修道院を襲っているから、ルターにはそう見えたのだろう。
　農民たちはルターを裏切者と見、カトリックはルターを農民戦争の原因とみなしてい
た。
 （未完）
